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は有望な一つである｡マクロファージは活性化

することにより抗腫癌作用を示すことは主に実

験動物を中心として示され,又その機序につい

ても徐々に明らかにされつつある｡しかしなが

ら,ヒトのマクロファージが自己の腫癌細胞を

破壊し得るかどうかは研究の緒についたばかり

である｡

白血病はその腫癌細胞が単離し易く,この検

討に最適と言える｡そこで白血病患者の末梢血

より単球を分離し,invitroで培養することによ

り得られる単球由来マクロファージを諸種 cy-

tokineで活性化した後,自己の白血病細胞を標

的として破壊作用を示すかどうか検討した｡正

常人の単球より準備したマクロファージについ

ては,活性化しない場合白血病細胞に対して破

壊作用を示さなかったが IFN-γ および IL2

により活性化したマクロファージはその程度が

軽度ながら有意の破壊作用を示した｡特に IL

2の効果が大であった｡患者より単球を得るこ

とは治療前および化学療法実施中は不可能であ

る｡ そこで完全寛解導入後の,末栴血単球より

マクロファージを準備して用いた｡この場合,

やはり活性化マクロファージは白血病細胞に対

し有意な破壊作用を示した｡なお完全寛解に導

入し得た症例では化学療法終了後の回復期に著

明な単球増加を認めた｡この時期の単球は白血

病細胞破壊作用が著明に高値であった｡以上ヒ

トマクロファージは活性化することにより白血

球細胞を破壊すること,この作用は採取する時

期により異なることを報告した｡なお白血病の

病型や病期に一定の関連を認めている｡さらに,

破壊作用の機序につき,活性酸素代謝の面より,

又マクロファージの放出する作用因子につき検

討中である｡マクロファージが invitroで抗腫

療活性を発揮する方法の確立は腫癌に対する免

疫療法として重要な位置を占めるであろう｡

3. 血清レクチンの補体活性化作用と補体依存

性殺菌作用

川寄 伸子 (京都大学医療技術短期

大学部衛生技術学科)

血清マンナン結合タンパク質 (MBP)はマン

ノース,N-アセチルグルコサミンを認識し,特
異的に結合する動物レクチンであり,晴乳動物

に広く見出だされている｡著者はこのうち,ヒ

ト血清より,MBP をはじめて単離精製し,坐

化学的諸性質を明らかにしている｡最近,血清

MBP が古典的経路を介して補体系を活性化す

ることが見出だされた｡MIiP は分子内に部分

コラーゲン様構造をもつ点で,補体第-成分

のサブユニットであるClq と類似 している｡

MBPによる補体の活性化は,MちP-マンナン複

合体が Clqに代わって直接 Clf2S-2に結合する

ことにより始動されるという機構も明らかにさ

れた｡このことは,MBPが生体防禦機構の一員

であることを示唆している｡そこで,本研究で

はヒト血清 MBPの細菌に対する補体依存性殺

菌作用,およびMBPと菌体との直接的相互作

用について調べた.殺菌効果は大腸菌B棟,K

12株を被検菌として,Ca2十存在下,MBPで感作

し,次にモルモット補体と反応後,反応液を平

板栄養培地で培養後,コロニー数を算定する

方法により調べた｡ その結果,両菌株ともに

MIiPで感作した場合は感作しない場合の数%

にまでコロニー形成能が減少した｡この効果は

補体濃度,MBP 濃度依存的であり,また,棉

体第四成分依存的であり,古典的経路を介して

殺菌されることがわかった｡菌体はMIiPによ

り凝集されることが位相差顕微鏡により観察さ

れた. 125Ⅰ一標 識 MBP と菌体とは高い親和性

(Kd六ゴ6×10~9M)で結合し,菌体1個当たり

最大3万分子の MBP が結合した｡125Ⅰ-標識

MBP と菌体との結合はマンノース,N-アセチ

ルグルコサミンにより阻害された｡したがって,

MBPはこれら菌体細胞壁のroughcore中のマ

ンノヘプ トース,N-アセチルグルコサミンを認
識して結合すると考えられる｡
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以上より,MBP は細菌感染時に細菌細胞壁

の多糖を認識して結合し, この結合体が Clq

に代わって補体の古典的経路の活性化を開始さ

せ,細菌を殺菌排除するものと考えられる｡

4. InVitroにおける巨核球コロニーの血小

板生成について

中村紀土子1),高橋隆幸2)

(京都大学医療技術短期大学部衛生技術

学科1),京都大学医学部第二内科2')
●

〔目的〕 血小板は骨髄中の巨核球の胞体が小さ

く,分離することにより形成される｡一方巨核

球の分化は多能性幹細胞から巨核球コロニー形

成細胞 (CFU-M)の段階を経て巨核球となり,

巨核球が成熟して血小板を放出する｡我々はヒ

ト骨髄細胞の培養を行い,巨核球コロニーの血

小板生成に関して検討を行った｡

〔方法〕Multilineageco】onyassayにより巨核
球コロニーを形成させた｡すなわち骨髄単核球

1×105/ml,30%正常人血菜,5%PHA-LCM,

5%FCS,r-Epol単位,0.85%メチルセルロー

スの条件で14日間培養した｡巨核球コロニーを

採取して塗抹標本を作成し,巨核球および胞体

から生成される血小板の細胞化学および免疫化

学的検討を行った｡また insituに於ける血小

板生成も観察した｡

〔結果〕 巨核球コロニーの血小板生成を経時的

に観察した場合,通常培養14日頃より個々の巨

核球に円形またはコン棒状の突起が見られ,15

日目にはこの数を増すと共に突起の起始部にく

びれを生じる様になった｡16日目には突起は巨

核球から離れ,多数の小円形物 (すなわち血小

板)が巨核数の周囲を取りまくのが観察された｡

18日目には巨核球,血小板の変性が始まり以後

消失した｡細胞免疫化学的検討では巨核数の胞

体からくびれて分離する小円形物は巨核球の胞

体と同じ PAS,GPⅢb-Ⅲaおよび抗第Ⅷ因子

陽性で血小板であることが確認された｡また30

%FCSを基本条件とすると13日目にすでに胞

体より血小板が分離するのが観察されたが,コ

ロニーサイズも小さく,成育も早く停止した｡

真性多血症患者の場合,正常者と異なり14日目

に著明な血小板生成が認められた｡

〔結論〕 疾患により,あるいは培養条件により

血小板生成の状態が異なる事が示唆された｡

5. ヒト赤血球中アルギナーゼの精製と性質お

よび高度特異抗体の作成

池本正生1),田畑勝好1),戸谷誠之2),

村地 孝2)

(京都大学医療技術短期大学部衛生技術学科1',

京都大学医学部臨床検査医学教室2')

〔目的〕 肝機能並びに血球内代謝機能を観察す

る上では,アルギナーゼの生体内変化量を活性

および蛋白量の両面から捉えることは有効な指

標と考えられる｡我々は,本酵素の精製と特異

抗体の作成を行い,臨床検査において生体情報

としての酵素免疫測定法などを含む新測定法の

開発とその有用性を検討した｡

〔方法〕1. ヒト赤血球から1)アセトン処理,
2)陽イオン交換クロマ トグラフィー,3)ゲ

ルろ過,4)疎水性クロマ トグラフィーにより

グロブリン以外の非アルギナーゼ蛋白を完全除

去後,抗ヒトグロブリン･ウサギ抗体を用いた

免疫吸収法によりグロブリンを吸収し精製ヒト

赤血球アルギナーゼ蛋白を得た｡2. 抗原をウ

サギに免疫し抗ヒト赤血球アルギナーゼ抗体を

得た｡3. 抗原 (ヒト赤血球アルギナーゼ)結

合セファロース4Bを充填-したカラムを用い免

疫吸収法により抗体を精製した｡

〔結果〕 疎水性クロマ トグラフィーは,従来本

酵素の精製で分離困難であった非アルギナーゼ

蛋白を効果的に除去し,約50%の高い回収率を

示す有効な方法であった｡最終収率は,10-15

%と効率的であった｡分子量は,セファデック

ス G-150ゲルろ過で14万前後で約3万5千の

サブユニットから構成 される4量体で SDS･

PAGE で単一であった｡ また本酵素の性質と

して阻害実験において,リジン,ホモアルギニ

ンに対しては競合阻害を示すがカナバニン,オ
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